
























































部教授パルー（R.B. Ballou）教授はその著書「TheIndividual and the State Modern Chall-
enge to EducationJにおいて，国家と個人の関係における教育目標の図示について日本の佐々
木秀一教授に負うものであることを 1ページのかなり部分をさいて説明している。これはアメ
リカの学者の良心とともに佐々木先生の思想、の豊かさを示すものである。先生にはまた「鬼子
f弗心ーある応召将校の手記」や「桐の葉の蔭に学んで」などの著書があるが，いずれも学生時
代の旧師に対する愛情や戦地における体験や人との出会しミなどを語ったものであり，先生の人
間性の広さと深さを示すものである。
先生の研究は体育，教育学，哲学，宗教（偽教）にわたり，つねに知的な刺戟に富む話題を
提供されたのである。また私たちに共通な話題となる新聞記事や論説あるいは読書の要約など
を複写しでもって来られた。先生からいただいたもので，私のファイルは 2冊位いになってい
るのである。新鮮な感覚をもってつねに学問的刺戟をしていただいたことに対しでも，私は深
く感謝するのである。
私はその学識と人間性において尊敬する同僚，大学運営の練達の土である佐々木教授を送る
ことはまことに残念で、ある。狼狽を感じたというゆえんである。私は，佐々木教授が，今後一
そうのご自愛とご健康を祈るとともに，ご健康であるかぎり，さらに永く本学のためにご援助，
ご↑姦力をくださるよう願って，この文章を止めるのである。
